
IT 専任スタッフがいない中『奉行シリーズ』を AWS に移行
管理負荷の軽減とサービス品質の向上を実現

永峰・三島コンサルティング
（税理士法人 JC タックス、株式会社 JC アカウンティング、
社会保険労務士法人 JCS）

これからの事業環境を見据えて
国際基準を満たす IT 基盤の整備へ

税務、会計、給与計算、支払い代行などのア
ウトソーシングサービスを提供する永峰・
三島コンサルティング（税理士法人  JC 
タックス、株式会社 JC アカウンティング、
社会保険労務士法人 JCS）。1989 年の創業
当初から外資系の顧客を得意先として成長
してきた同事務所は、現在ではスタッフ数 
70 名以上を擁し、数百社のクライアントに
サービスを提供しています。
個人の会計事務所の時から、IT について専
任スタッフを抱えることなく、社内に物理
サーバーを構築してシステムと顧客のデー
タを管理していました。しかし、2015 年頃
に監査法人からデータ管理や内部統制につ
いての指導を受け、IT システム管理の見直
しを図ることになりました。
「お客様から国際基準『ISAE3402（受託会
社の内部統制に係る保証報告書）』への準拠
に関するお問い合わせが増えたこともあ
り、安心してサービスを利用いただくため
に、IT 環境の刷新に乗り出しました」と語
るのは、永峰・三島コンサルティングの HR 
コンサルティンググループ　ディレクター
の松尾貴子氏です。
IT システムを構築するインフラは、同事務
所が監査を依頼している監査法人の推薦も
あって AWS に決定。システム構築に関し
ては、数社のシステムインテグレーターか
らの提案を募りました。システムの要件と
しては、同事務所が使用している『奉行シ
リーズ』をはじめとするデータのバック

アップがきちんと取れて、失われないこと
が第一でした。また、システムベンダーにも
同レベルの国際基準の取得、または、外部監
査の受け入れを条件に加えて見積依頼をし
たといいます。
「最終的に  4  社からの提案を検討し、
TOKAI コミュニケーションズをパート
ナーに採用しました。選定の理由は、コスト
面もさることながら、AWS 上でのシステム
構築実績が豊富なことと、弊社が利用して
いる会計システム『奉行シリーズ』も扱って
いるベンダーであること、さらに士業の顧
客も多数サポートされている安心感があっ
たからです」（松尾氏）

パートナーの手厚い支援のもと
社内のプロセス整備とクラウド移行を完了

国際基準への準拠にあたっては、バック
アップを 7 日間保持し遡れること、リスト
アを社内でもできる体制を整えること、社
員の役割ごとのアクセス権限を定めるな
ど、データ管理の体制構築の要件を満たす
必要があります。AWS 移行を担当した  
TOKAI コミュニケーションズの法人営業
本部 クラウドソリューション推進室 ソ
リューション一課の堀越智志平氏は「監査
基準を満たすためのバックアップやアクセ
スログ取得といったシステムに加え、社内
体制の整備が必要でした。社内に IT 担当者
様がおられないため、弊社でマニュアルや
手順書を用意して、説明の場を設け、皆様に
ご理解いただくような活動を行いました」
と説明します。IT システムに関しての不明

点は TOKAI コミュニケーションズのサ
ポートデスクが対応する体制が敷かれまし
た。AWS へのシステム移行プロジェクトは 
2016 年夏にスタート。要件のすり合わせ
やパフォーマンスのテスト、データ取り扱
い手順の説明など、きめ細かな対応を経て、
翌年の 5 月に完了しました。

手作業だったバックアップを自動化
サービス品質の向上で新規顧客数が ２ 倍に

AWS へ移行する以前、社内サーバーのバッ
クアップデータからスタッフが自らデータ
を復元することができず、意図せずにデー
タを喪失してしまったときには、外部の専
門家に復旧を依頼するしか方法がありませ
んでした。その対応には時間がかかるため、
急いでいるときには本当に大変でした。ま
た、松尾氏らスタッフが手作業で外付け
ハードディスクをパソコンに接続してコ
ピーをし、そのハードディスクを金庫で保
管することで、万一に備え、素早い復旧を可
能にする作業を行っていました。
「データのバックアップ作業は毎回およそ 
3 時間かかっていたうえ、その間はパソコ
ンの動作が遅くなり、仕事の手が止まりま
す。データがきちんと保存されているか、消
失してしまわないかなどの不安もありまし
た。AWS へ移行してからはそういった手作
業がなくなり、自動的にバックアップされ
ます。格段に安心感が増しました」（松尾氏）
システムやデータの管理運用負荷の軽減に
加え、適切なデータ管理やセキュリティポ
リシーなども定められ、顧客の情報をより
厳しく大切に扱う体制が整いました。さら
にそれを組織的に維持できるよう、年に数
回の研修も行うようになっています。
こうした取り組みにより、営業面でも効果が
あり顧客の幅も広がりました。見込み客から
セキュリティやデータのバックアップにつ
いての問い合わせがあった場合でも AWS 
上にシステムを構築しており、国際基準を満
たしていることを説明すると理解が早く、好

印象を与えられるようになったといいます。
「移行後は年間の新規のお取引は 2 倍にな
り、クライアントは現在数百社にまで増え
ました。AWS の活用が会計の世界でも国際
的なスタンダードになっているようで、提
案の際にはスムーズにご理解いただけま
す。私たちも説明責任を果たせるように
なったのはとても良いことだと感じていま
す」（松尾氏）

顧客の要望に応じた柔軟な対応
更に質の高いサービスの提供を目指す

顧客数も増えるなか、従来よりも規模の大
きな案件を受注し、システムの要件がより
厳しくなるケースもあります。
「あるお客様からは、データ暗号化のご要望
をいただきました。AWS への移行当初はな
かった仕様なのですが、これも TOKAI コ
ミュニケーションズさんに相談したところ
素早くご対応いただきました。もし物理サー
バーのシステムであれば構築後に暗号化す
る場合はシステムを止めなくてはならず、
業務に支障が出ることになるため、後から
でも柔軟な設定が可能な AWS だったから
こそ暗号化に対応できたと聞いています。
今後は広域災害にも対応できるよう、他
リージョンを活用したデータ保護・復旧体制
についても検討を進めています」（松尾氏）
永峰・三島コンサルティングでは今後も顧
客の要望に応えるため、さまざまなシステ
ムの導入を検討しています。「今回移行した
ものの他に、社内サーバーで運用している
社会保険のシステムについても AWS への
移行を検討しています。また、多くの案件の
引き合いをいただくようになった一方、人
的なリソースの問題があり、IT を使い業務
を効率化してビジネスを伸ばしていくこと
への活用も考えています」（松尾氏）
国際的な基準を満たすデータ運用・保護の
体制を整えた永峰・三島コンサルティング
は、さらに高品質なサービスで多くの企業
を支えていくことになります。

高品質な会計・税務や給与計算などのサービスで顧客から信頼を集める永峰・三島
コンサルティング。IT 専任者がいない中、AWS パートナーの協力のもと、業務フロー
や IT 基盤を整備して、基幹業務パッケージ『奉行シリーズ』をアマゾン ウェブ サービ
ス（AWS）に移行。それまで社内で行っていたバックアップなどの業務負荷を削減。内
部統制の国際基準『ISAE3402』を取得し、顧客からのより高いデータの統制やセキュ
リティの要望に応えることが可能になり、新規顧客獲得の拡大につながりました。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2
●  AWS Direct Connect
●  AWS CloudTrail
●  Amazon CloudWatch
●  Amazon S3

ビジネスの課題
● 国際監査基準 ISAE3402 への準拠
● 手動バックアップの自動化
● IT 専任のスタッフ不在でもデータ管理
を強化

AWS を選択した理由
● 国際基準に準拠するバックアップ・リス
トアの仕組みやアカウント管理に対応
可能

● 『奉行シリーズ』など、基幹業務システ
ムの稼働実績

● 士業の業務内容を理解する APN パー
トナー

AWS 導入後の効果と今後の展開
● 国際基準の準拠により、信頼性が向
上。新規顧客が増加傾向に

● 手動で行っていたバックアップの手間
や従業員の心理負担が軽減

● 暗号化処理など、追加の要件にも柔軟
に対応し、信頼性が向上

● 業務の自動化によるさらなるサービス
向上

お客様導入事例：会計事務所
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APN コンサルティングパートナー

株式会社 TOKAI コミュニケーションズ
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「AWS に移行して、セキュリティやデータ運用・保護体制を底上げしたことで
取引が広がり、移行後は年間の新規のお取引は 2 倍になり、クライアントは
現在数百社にまで増えました。また、手作業がなくなり運用負荷が大幅に軽
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永峰・三島コンサルティング　HR コンサルティンググループ　ディレクター　松尾 貴子 氏

お客様導入事例：会計事務所
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HR コンサルティンググループ
ディレクター

松尾 貴子 氏

カスタマープロフィール

永峰・三島コンサルティング
● 設立年月日：1989 年 9 月 1 日
● 従業員数：社員　71 名
● 事業内容：外資系企業への国際税務コ
ンサルティングを軸とし、会計、給与計
算、社会保険サービス、日系企業の国
際進出支援サービス、国際相続サービ
スを提供


